
日本でのAO開発史 (家）
• Babcock (1953)

• US Defenseの動き(1980年代）

• 日本では・・・

（１）準備期 (1987ー1995)

国立天文台内、

通総研宇宙光通信地上センター(小金井）

（２）すばるAOプロトタイプ (1995-1999)

（３）すばる３６素子カセグレンAO （1995－2002）

（４）すばる１８８素子ナスミスAO （2002－2008）

（５）レーザーガイド星システム （2002－2011）



AO事始め



主要論文/教科書
• 「乱流理論 」(1960年) バチェラー著, 巽友正訳
コルモゴルフ乱流スペクトルの導出

• 擾乱媒質中の波動伝搬
Wave propagation in a turbulent medium V. I. Tatarskii , 

1961,McGraw-Hill 
• Shack-Hartmann sensor:
• Curvature sensor: F.Roddier, 1988ApOpt.27.1223 

Curvature sensing and compensation: a new concept 
in adaptive optics

• Shearing interferometer:



シャック・ハルトマンカメラ
野口他、1989年



能動光学実験(家ほか1989年）



AO効果のPRシミュレーション(家）



1993年





ＡＯ研究会(1993)



イメージスタビライザー(早野M論）

• ブレンビーカメラが販売される前(1991年）



ドームシーイングモニター
（家他1992年）



ハレアカラUS空軍AO視察(1992)

• マウイAO研究会のツアー(家/高見）

• ホトマルを並べた力尽く装置で上空通過の衛
星を高解像撮像

• HSTの初期トラブル(太陽電池パネルの振動）
の解析に使用



36素子可変鏡
(高遠D論）

1993年

ロッド型ピエゾ素子





すばるカセグレンAO構想図
(家/高見/高遠/早野1995年）



36素子カセグレンAO
(高見ほか2000年完成）



188素子ナスミスAO
(早野ほか2008年から共同利用）



LGSAO188
（早野ほか､2011年から共同利用）


